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Abstract 
As a preliminary study to assess the impact of digitalization on Shakespeare performance and performance 
studies in general, this paper discusses how digitalization in the past few decades transformed Shakespeare 
performance per se, media to watch performance, and performance studies in UK and Japan. The Royal 
Shakespeare Company production of The Tempest (2016-17) is chosen as one of the most successful examples of 
Shakespeare performance that goes digital. The cutting-edge digital technology not only has created remarkable 
visual representations of ‘magic’ but successfully become integrated in the play’s dramatic narrative. Digitalization 
has also diversified the experience of watching performances beyond theatre via broadcast at movie theaters such 
as RSC Live from Stratford and NT Live, and digital platforms such as Globe Player and Digital Theatre. The paper 
also explores how digitalization can open up a new possibility of performance studies beyond geographic and time 
constraints, focusing on one of the digital archives, Asian Shakespeare Intercultural Archive (A|S|I|A), a 



























































































あったのはテレビで，イギリスでは BBC が放映の中心であった。1970〜80 年代の『BBC テレビジョ
ン・シェイクスピア』から『シェイクスピア・リトールド』シリーズ（2005 年），『ホロウ・クラウン』
（2016 年）のほか，シェイクスピアズ・グローブ座の『オセロ』（2008 年），RSC の『ハムレット』













が変わったのだ。RSC のライブ上映事業 RSC Live from Stratford のプロデューサーであるジョン・ワイ
ヴァーによると，カメラの性能やプロジェクション技術などのディジタル技術の進歩に加えて，2006
年にアメリカで開始されたメトロポリタン・オペラのライブ上映 MET Live Viewing の成功がこの変化
に大きく影響したそうである。8 
 イギリスのシェイクスピア上演で複数のカメラを使用して上演を生放送で世界中に配信するライブ
上映の最も早い例は，2009 年の ナショナル・シアターによる NT Live『終わり良ければすべて良し』
（マリアンヌ・エリオット演出）である。この上演は，イギリスの約 70 の映画館，世界の約 200 の映
画館で中継放送された。NT も MET の成功を受けてライブ上映を開始したとのことだが，オペラでは
ない台詞劇でのライブ上映の成功は大きな意味を持ち，他の劇場でのライブ上映へとつながったので
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ある。NT Live の第 1 シーズンの成果は，2010 年 2 月に公表された NESTA 財団による報告書 Beyond 
Live で詳しく報告されている。9  
ライブ上映の媒体は，映画館のスクリーンに限らない。興行主体の方針により，視聴するメディア
はテレビや PC などの端末と様々である。現在継続的に実施されているNT Live, RSC Live from Stratford
は映画館で，シェイクスピアズ・グローブ座が放映する Shakespeare's Globe はテレビやウェブ上の
Globe Player で視聴できる。このうち放映後に作品をDVD 化するのは RSC とグローブ座のみで，NT
はライブ上映のアンコール放映はするものの著作権の関係からDVD は作成していない。 
 前述の RSC Live from Stratford のプロデューサージョン・ワイヴァーによるライブ上映実現までの経
緯に関わる情報提供は，実に示唆的である。1990 年代から 2000 年代にかけてイギリスのテレビ局は，
ライブ中継どころか上演をテレビ用に編集した番組でさえあまり関心を示さなかったという。ようや
く 2009 年，RSC はデビッド・テナントが主演した劇場公演の録画版『ハムレット』の BBC 放映にこ
ぎつけたが，その際にも，BBC 上層部は，視聴率の取れない上演作品放映に乗り気ではなかったそう
である。一方 RSC 側では，2012 年に芸術監督に就任したグレゴリー・ドーランがライブ上映推進へ
と舵を切ったことがこの企画の追い風となった。前任芸術監督のマイケル・ボイドはこの試みに否定
的だったそうだが，ドーランは，RSC のブランド維持，演劇への関心や観客層拡大にライブ上映は今
後必須になると考えて踏み切ったそうである。2013 年 11 月の初めての RSC Live from Stratford 作品『リ
チャード二世』（2012 年初演）では，6 台のカメラで撮影した映像をイギリス内外の 60,000 人の観客
に届けた。同時にこの上演作品は，‘direct-to-the-classroom’という新たな企画によってイギリス国内











ことだが，現実には通常通りの演技は難しいようである。2015 年 8 月にイギリスで開催された国際シ
ェイクスピア学会で，NT Live の『オセロ』で主演した俳優エイドリアン・レスターが指摘していた
が，役者にしてみれば，カメラがあればそれを無視することは難しく，当然カメラを意識して演技が
微妙に違ってくる。また， NT Live の『終わり良ければすべて良し』の観客アンケートによれば，多
くの観客がライブ上映の日の観劇では緊張し，「良い公演」を作るために「責任を感じ」て努力するそ














Midsummer Night's Dreaming である。これはGoogle との協力により実現した実験的上演で，dream40.org
という仮想空間で 3 日間にわたり繰り広げられる劇のアクションについて，観客がソーシャルメディ































環境を Web 2.0 にならって‘Global Shakespeare 2.0’と呼んでいるが，上演研究を取り巻くディジタル
環境も 10 年前とは隔世の感がある。14 現在オープンアクセスでシェイクスピア上演を観ることがで
きるポータルサイトには，MIT Global Shakespeare，A|S|I|A（Asian Shakespeare Intercultural Archive）, 




う貢献できるのか，執筆者が関わっているウェブ・アーカイブ A|S|I|A を例に考えてみたい。15 
 2010 年にパイロット版からスタートした A|S|I|A は，シンガポール国立大学を中心に日本，韓国，
英米の研究者チームが構築しているウェブ・アーカイブである。インターフェイスなどを改定して









A|S|I|A は上演映像の鑑賞そのものには適していない。スクリーンを拡大することが可能な Digital 
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集団での自由な意見交換にも使われ始めている。MOOC の一部として A|S|I|A を利用しているアメリ
カのウェルズリー大学では，学習者が予習する段階での自由な意見交換にこのノートパッドが活用さ








データを 4 カ国語で提供しており，それらのデータは，次の 4 つのカテゴリに分けられている（図 2
参照）。17 
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過程で見えてきた問題点から，上演研究にディジタル・リソースを用いる意義を考えてみる。 
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